
   

 前  奏    

 頌  栄      二 九 （ 天 の み 民 も ）  

 主 の 祈 り  

 交 読 詩 編   三 一 編 一 五 ～ 二 五 節 （ 三 二 頁  ）  

 讃 美 歌    一 八 （ 「 心 を 高 く あ げ よ ！ 」 ）  

 聖  書    コ リ ン ト の 信 徒 へ の 手 紙 二   

      一 一 章 七 節 ～ 一 五 節 （ 新 三 三 七 頁 ） 

 祈  祷   

 讃 美 歌    五 六 六 （ む く い を 望 ま で ）  

 信 仰 告 白  ( 使 徒 信 条 )   

 説  教   「 伝 道 者 の 誇 り 」   

 祈  祷            村 山 盛 芳 牧 師  

 今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷  

 讃 美 歌    五 一 三 （ 主 は 命 を ）     

 献  金    六 五  ―  一  

 派  遣    九 一 （ 神 の 恵 み ゆ た か に 受 け ）  

 祝  祷                                                                    

 後  奏     

 

         …   報  告   …      
 

 高 齢 の 方 や 体 調 が す ぐ れ な い 方 は 、 お 座 り の  

 ま ま で 構 い ま せ ん 。 共 に 礼 拝 し ま し ょ う 。  

司 会  富 澤  孝 兄  

奏 楽  山 田 誠 子 姉  

聖 霊 降 臨 節 第 一 五 主 日  

 二 〇 一 九 ・ 九 ・ 一 五  午 前 一 一 時    № 二 五 七 六  

  日本キリスト教団 

  〒470-0111 

  愛知県日進市米野木町南山983-16 
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＜年間聖句＞ 

「それから、イエスは言われた。『全世界に行っ

て、すべての造られたものに、福音を宣べ伝え

なさい』」(マルコによる福音書１６章１５節) 

＜年主題＞ 

一人がひとりを教会へ 

先週の説教より 

「神はこのような人をも受け入れられた」 

ローマの信徒への手紙14章１節～９節 
 ローマの信徒への手紙14章は、ローマの教会の人々

に最後に伝えたいパウロのメッセージが書かれた箇所

です。その所でパウロは何を伝えたかったのか。それ

は、同じ教会の中にいる様々な考えを持つ人々が、どの

ように互いに関わっていけばいいのか、という、今日の

教会においても全く色あせない問題を最後に取り上げ

ました。14章１節や２節では「信仰の弱い人」という言

葉が出てきました。これを読むなら、肉を食べない人は

食べる人よりも信仰の点で劣っているような印象を受

けてしまいますが、そうではなく、ここはより正確に訳

すなら「信仰によってできない人」と書かれているので

あり、すなわち、食べる人も、食べない人も両者が共に

信仰が理由でそうしているのであってパウロはそのど

ちらが優れているかということについては特段言及し

てはいないのです。このようなことは現代の教会の中

でも、度々起こります。すなわち、食べ物や飲み物だけ

に限っても、教会の中でそれを出すべきか、あるいは出

さぬべきかとうことについて、確かにそのことについ

ては聖書に直接書かれていませんが、ある人は教会の

秩序の事を考えて、間接的に聖書と結びつけ出さない

ほうがいいと考えますし、他の人はそこを結び付けな

いから、出してもいいと考える。結果、お互い裁き合う

ような、そんな状況が起こってしまうのです。 

 では、パウロはこのような状況が現れているローマ

の教会の人々に何を語っているのでしょうか。パウロ

は、神様の元にある自由を大切にしました。しかし、そ

の一方でその自由を使って他者を躓かせることもして

はならないとパウロははっきりと語っています(14章

20節)。このように、見ていくならば、私たちがキリス

ト者としてどのように行動しなければならないのかと

いうキリスト者の倫理基準も次第に見えてきます。す

なわち、私たちは今自分が置かれている状況をよく見

て、自分の自由と相手を罪に誘う事の間に立ちながら、

その中で各々が神の前で信仰の決断をしなければなら

ないということです。しかし、私たちは全くゼロからそ

の決断を迫られているのかというとそうではありませ

ん。なぜなら、私たちには、神の送ってくださった独り

子、イエス・キリストがいるからです。このイエス・キ

リストこそが、私たちの決断の模範となるのです。 

(本間優太伝道師) 


